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西
袋
上
馬
場
の
両
地
区
は
、

今
、
区
画
整
理
中
で
す
が
、
区

画
整
理
事
業
地
区
内
の
進
捗
状
況
と

雨
水
排
水
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

西
袋
上
馬
場
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
９
年

２
月　

日
の
事
業
認
可
後
、
約　

年

２０

１３

経
過
を
し
て
お
り
、
平
成　

年
度
末

２１

に
は
、
仮
換
地
指
定
率
は
９
・
３
％
、

建
物
移
転
率
は
６
・
８
％
、
街
路
築

造
率
が
７
・
８
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
当
地
区
の
整
備
方
針
は
、
柳
之

宮
橋
の
架
け
替
え
に
合
わ
せ
た
、
都

市
計
画
道
路
草
加
三
郷
線
の
整
備
を

最
優
先
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
区
内
の
雨
水
排
水
施
設

の
整
備
状
況
は
、
計
画
延
長
約
２
３

０
０
ｍ
の
内
、
整
備
済
延
長
は
約
３

７
０
ｍ
で
、
進
捗
率
は
約　

％
と
な

１６

っ
て
お
り
ま
す
。
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
建
物
移
転
に
よ
り
用
地
を
確

保
し
な
が
ら
街
路
整
備
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
か
ら
、
雨
水
排
水
施
設
整

備
に
つ
き
ま
し
て
も
長
期
間
を
要
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
と
し
ま
し

て
は
、
事
業
の
進
捗
率
の
向
上
、
浸

水
対
策
と
し
て
の
雨
水
排
水
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
、
今
後
も
引
き
続
き

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

QA

中
嶋　

善
文

西
袋
上
馬
場
地
区
内
の

浸
水
対
策
に
つ
い
て

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
の
公
費
助
成
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、

接
種
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子

宮
頸
が
ん
の
発
症
の
主
要
な
原
因
で

あ
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の

　

型
及
び　

型
の
感
染
を
予
防
す
る

１６

１８

ワ
ク
チ
ン
と
し
て
、
昨
年　

月
に
認

１０

可
を
受
け
発
売
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
で

あ
り
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
か
な

い
任
意
の
予
防
接
種
扱
い
と
な
り
、

そ
の
費
用
は
全
額
自
己
負
担
と
な
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

３
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る

費
用
が
高
額
な
こ
と
か
ら
、
一
部
の

自
治
体
に
お
い
て
は
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種
へ
の
公
費
助
成
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
予
防
接

種
部
会
に
お
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
よ
る
効
果
等
を
評
価
・
分
析
し
な

が
ら
検
討
す
る
方
針
で
あ
る
と
の
こ

と
か
ら
、
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は

予
防
接
種
の
公
費
助
成
に
つ
い
て
、

今
後
の
国
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
な

が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

一般質問から

　

昨
年
８
月
、
大
曽
根
保
育
所

で
公
務
中
、
二
度
も
感
電
事
故

に
遭
い
、
労
災
で
治
療
中
の
調
理
師

が
、
３
月
末
で
雇
止
め
に
な
っ
た
と

聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
対
応
は
適
切

だ
っ
た
の
か
。

　

安
心
・
安
全
に
働
け
る
職
場
環
境

整
備
は
市
の
責
任
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

管
理
責
任
者
に
は
何
の
処
分
も
な
く
、

何
の
非
も
な
い
被
害
者
だ
け
が
一
方

的
に
雇
止
め
、
し
か
も
３
月
末
直
前

の
雇
止
め
は
あ
ま
り
に
も
冷
酷
な
仕

打
ち
に
見
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問

う
。　

同
調
理
師
は
、
任
期
満
了
の

為
、平
成　

年
３
月
末
で
退
職
。

２２

感
電
事
故
の
後
遺
症
に
よ
っ
て
、
平

成　

年
４
月
か
ら
の
就
業
が
困
難
な

２２
健
康
状
況
で
し
た
。

　

市
と
し
て
は
賠
償
問
題
と
職
員
採

用
は
別
の
話
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

施
設
管
理
者
と
し
て
、
事
故
が
生

じ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
実
に
つ
い

て
の
責
任
は
あ
る
し
、
本
人
に
は
全

く
非
が
な
か
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
被
害
者
と
市
と
で

話
し
合
い
を
続
け
て
お
り
、
市
と
し

て
は
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
範
囲

で
引
き
続
き
誠
意
を
も
っ
て
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　

①
平
成　

年
度
ま
で
に
生
活

３７

排
水
処
理
普
及
率
を
１
０
０
％

に
す
る
計
画
だ
が
、
平
成　

年
度
の

２１

下
水
道
と
合
併
浄
化
槽
の
構
成
率
は

②
平
成　

年
度
の
行
政
人
口
予
想
は

３７

③
水
洗
化
率　

・
８
％
だ
が
下
水
道

８８

料
金
の
未
収
額
は
④
接
続
し
な
い
理

由
は
⑤
条
例
で
は
一
年
以
内
と
あ
る

が
強
制
力
は
⑥
合
併
浄
化
槽
の
補
助

制
度
の
検
討
は
⑦
浄
化
槽
の
法
定
検

査
の
啓
発
活
動
は
⑧
浄
化
槽
法
に
は

一
年
に
一
回
検
査
を
受
け
な
い
と　
３０

万
円
以
下
の
過
料
と
あ
る
。
八
潮
市

の
受
検
率
は
わ
ず
か
１
・
４
％
だ
。

知
ら
ず
に
違
法
行
為
を
行
っ
て
い
る

事
に
な
る
。
市
長
は
県
に
予
算
要
求

し
啓
発
す
べ
き
で
は

　

①
下
水
道　

・
４
％
、
合
併

６７

浄
化
槽　

・
８
％
（
一
年
で
１

１４

・
１
％
、
０
・
１
％
の
伸
び
率
）
②

推
定
７
万
１
１
０
０
人
③
最
大
で
一

年
間
３
８
７
０
万
２
千
円
④
経
済
的

な
理
由
と
住
宅
事
情
⑤
特
別
の
事
情

が
あ
れ
ば
良
い
と
あ
る
の
で
強
制
は

む
ず
か
し
い
⑥
議
員
ご
指
摘
の
国
の

制
度
を
活
用
し
た
補
助
を
検
討
す
る

⑦
県
が
行
っ
て
い
る
が
市
で
も
協
力

し
て
い
る
⑧
啓
発
に
つ
い
て
は
県
と

協
力
し
て
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　

あ
る
特
別
支
援
学
校
で
は
、

伝
統
工
芸
技
術
を
修
学
時
に
会

得
し
、
地
域
と
連
携
の
も
と
、
実
際

の
販
売
に
つ
い
て
も
経
験
す
る
等
、

卒
業
後
、
職
人
・
技
術
者
と
し
て
、

事
業
に
参
画
も
し
く
は
独
立
で
き
る

為
の
実
践
学
習
に
重
き
を
お
い
て
い

る
。
自
己
肯
定
感
・
自
己
評
価
力
が

養
わ
れ
た
結
果
、
高
い
就
業
率
・
経

済
的
自
立
が
実
現
。
保
護
者
の
将
来

不
安
解
消
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

八
潮
市
内
の
特
別
支
援
学
級
に
お

け
る
実
践
学
習
の
現
状
と
今
後
の
方

針
を
伺
い
た
い
。

　

小
学
校
で
は
、
日
常
生
活
学

習
・
生
活
単
元
学
習
・
自
立
活

動
を
通
し
、
社
会
で
自
立
で
き
る
力

を
育
成
。

　

中
学
校
で
は
、
小
学
校
の
学
習
に

作
業
学
習
を
加
え
、
除
草
・
ご
み
拾

い
・
農
耕
・
縫
製
・
木
工
等
か
ら
生

徒
の
働
く
意
欲
を
培
い
、
将
来
の
職

業
生
活
や
社
会
自
立
に
必
要
な
事
柄

を
総
合
的
に
学
習
し
て
い
る
。

　

伝
統
工
芸
技
術
に
つ
い
て
、
現
在

と
り
た
て
て
学
習
は
し
て
い
な
い
。

　

今
後
も
、
前
述
の
学
習
を
通
し
、

将
来
社
会
で
自
立
す
る
力
、
社
会
で

働
く
姿
勢
や
態
度
の
基
礎
を
育
て
て

い
く
た
め
に
努
力
す
る
。

Q

A

QA

QA

QA

大
久
保　

龍
雄

矢
澤　

江
美
子

環
境
問
題
に
つ
い
て

大
曽
根
保
育
所
の
感
電
事
故
に
つ
い
て

女
性
特
有
の
が
ん
対
策
に
つ
い
て

特
別
支
援
学
級
・
学
校
卒
業
生
の

就
業
施
策
に
つ
い
て

戸
川　

須
美
子

福
野　

未
知
留

　

条
例
一
次
素
案
の
説
明
会
の

開
催
状
況
、
路
地
状
部
分
を
含

ま
な
い
有
効
宅
地
面
積
と
し
て
１
０

０
平
方
メ
ー
ト
ル
確
保
す
る
こ
と
や

建
築
行
為
を
伴
わ
な
い
土
地
利
用
に

関
す
る
措
置
と
し
て
、
緑
地
の
基
準

が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
適
用
す
る

開
発
面
積
の
規
模
及
び
緑
地
を
設
け

る
こ
と
に
よ
る
地
権
者
等
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
固
定
資
産
税
等
の
減
額
措

置
等
の
考
え
に
つ
い
て

　

市
民
等
の
説
明
公
聴
会
や
関

係
団
体
と
の
意
見
交
換
会
を
延

べ
５
回
開
催
、
参
加
人
数
は
延
べ　
３３

人
で
す
。
有
効
宅
地
面
積
を
１
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
確
保
す
る
こ
と
は
、

市
街
化
調
整
区
域
及
び
地
区
計
画
区

域
を
除
く
全
て
の
建
築
行
為
に
適
用
。

建
築
行
為
を
伴
わ
な
い
青
空
駐
車
場

等
に
つ
い
て
の
開
発
面
積
の
規
模
は

５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
す
。

土
地
利
用
に
関
し
て
周
辺
環
境
に
配

慮
す
る
基
準
が
無
い
こ
と
か
ら
、
条

例
に
よ
り
良
質
な
宅
地
水
準
の
確
保

を
目
指
す
た
め
、
地
権
者
等
に
も
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
他
の
規
制
に
対

す
る
緩
和
や
固
定
資
産
税
の
減
額
等

に
つ
い
て
は
難
し
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

QA 八
潮
市
み
ん
な
で
つ
く
る
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て

服
部　

清
二


